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女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ＭＩＴＯＹＡ 2016 物 語

初
戦
突
破

―

24
年
ぶ
り
の
歓
喜

平成28年度全国高等学校総合体育大会

2016 情熱疾走 中国総体

＜女子２回戦＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

三刀屋 ０ ０ ０ ０ ０ ０

日出(東京都) ０ ２ ２ １ ２× ７

（
７
／
31
～
８
／
１
、
尾
道
市
御
調
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場
）

少
林
寺
拳
法

島
根
県
勢
と
し
て
初
出
場

を
果
た
し
た
昨
年
に
続
き
、

門
脇
宥
紀
菜
さ
ん
（
３
年
）

が
「
女
子
単
独
演
武
」
に
出

場
し
た
。
全
国
の
壁
は
厚
く

予
選
突
破
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
自
己
最
高
得
点
を
更
新

す
る
納
得
の
演
武
を
披
露
し

た
。

（
７
／
29
、
岡
山
県
美
作
市
）

〈
開
会
式
で
は
〉

歓
迎
演
奏
by

吹
奏
楽
部

歓
迎
挨
拶
by

小
林
昂
貴
さ
ん

司
会
進
行
by

柿
木
瑛
人
さ
ん

全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
ボ
ー
ト
競
技
の
開
会
式
が
７

月
28
日
、
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア

ス
パ
ル
で
行
わ
れ
た
。
体
育
館
入

り
口
で
は
本
校
生
徒
会
執
行
部
が

元
気
な
挨
拶
で
受
付
業
務
に
奔
走

し
、
開
会
に
先
立
っ
て
午
後
４
時

か
ら
は
吹
奏
楽
部
が
「
斐
伊
川
に

流
る
る
ク
シ
ナ
ダ
姫
の
涙
」
（
作

曲
／
樽
屋
雅
徳
）
を
演
奏
し
、
全

国
か
ら
の
選
手
・
監
督
を
地
域
色

を
生
か
し
た
曲
で
歓
迎
し
た
。

開
会
式
で
は
生
徒
会
執
行
部
の

柿
木
瑛
人
さ
ん
（
３
年
）
が
司
会

進
行
の
大
役
を
堂
々
と
こ
な
し
、

雲
南
市
・
奥
出
雲
町
実
行
委

員
会
会
長
（
速
水
雄
一
雲
南

市
長
）
等
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
生
徒
会
長
の
小
林
昂
貴

さ
ん
（
３
年
）
が
地
元
生
徒

を
代
表
し
て
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
た
。

ボ
ー
ト
競
技
の
大
会
運
営
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た

＜女子１回戦＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

三刀屋 １ １ １ ０ ０ ０ ２ ５

文徳(熊本県) ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ ３

１
回
戦
の
文
徳
高
校
と
の
対
戦

で
は
、
序
盤
に
巧
み
な
走
塁
を
交

え
て
１
点
ず
つ
積
み
上
げ
３
得
点
。

し
か
し
、
４
回
以
降
は
相
手
投
手

の
好
投
に
追
加
点
を
奪
え
ず
、
逆

に
６
回
裏
に
同
点
に
追
い
つ
か
れ

る
嫌
な
展
開
。
７
回
表
に
２
点
を

加
え
た
も
の
の
、
そ
の
裏
に
は
２

ア
ウ
ト
満
塁
、
一
打
逆
転
サ
ヨ
ナ

ラ
の
ピ
ン
チ
を
迎
え
た
。
最
後
は

エ
ー
ス
永
見
日
奈
子
さ
ん
（
３
年
）

の
渾
身
の
１
球
を
打
ち
返
し
た
ラ

イ
ナ
ー
性
の
打
球
は
、
シ
ョ
ー
ト

の
グ
ラ
ブ
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う

に
収
ま
り
、
実
に
24
年
ぶ
り
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
一
勝
を
手
に
し
た
。

ベ
ン
チ
も
保
護
者
を
中
心
と
し
た

応
援
席
も
涙
と
笑
顔
で
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
た
。
24
年
間
追
い
続
け

た
一
勝
、
た
か
が
一
勝
、
さ
れ
ど

一
勝
に
沸
く
歓
喜
と
な
っ
た
。

２
回
戦
で
は
東
京
都
代
表
の
日

出
高
校
に
敗
れ
は
し
た
が
、
ど
ん

な
ピ
ン
チ
に
も
キ
ャ
プ
テ
ン
青
木

真
衣
子
（
３
年
）
を
中
心
に
寄
り

合
い
、
声
を
か
け
合
い
、
笑
顔
を

貫
き
通
し
た
。
長
岡
監
督
は
、
３

月
の
全
国
選
抜
大
会
で
は
男
子
ベ

ス
ト
16
に
副
顧
問
で
貢
献
し
、
今

大
会
で
は
女
子
を
率
い
て
「
神
っ

て
る
」
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
た
。

柔
道
競
技
で
は

出
雲
市
の
カ
ミ
ア
リ
ー

ナ
で
の
柔
道
競
技
の
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
本
校
の

柔
道
部
員
３
名
も
大
会
本

番
前
か
ら
７
泊
８
日
の
ハ
ー

ド
な
日
程
で
競
技
運
営
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
（
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
）
。

詳細は本日発行の『ボート新聞』第3号(HP掲載)参照

応
援
に
駆
け
付
け
た
恩
田
校
長
と

歓
迎
の
挨
拶
に
立
つ
小
林
生
徒
会
長

充実のステージ

た
か
が
一
勝

さ
れ
ど
一
勝

チーム三高
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水
面
下
の
活
動
で
輝
い
た
三
高
生
！

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ボート競技は究極のチームスポーツと言われる。シン

グルスカルを除いて、チームに一人のヒーロー・ヒロイ

ンはあり得ない。２人のダブルスカルも５人の舵手つき

クォドルプルも息を合わせてより早く進んだ艇に栄冠が

輝く。仲間を思いながら両手・両足・全身でリズムを刻

み、それぞれが役割を果たした「一艇」に栄冠が輝く。

男子舵手つきクォドルプル決勝で
ゴール直前の僅差の勝負を制したの
は手前の黒沢尻工業高校（8/1）。

▼
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
第
１
位

男
子

江
畠
凛
斉
（
３
年
）
―

東
京
都

青
井
高
校

女
子

大
門
千
紗
（
３
年
）
―

大
分
県

日
田
林
工
高
校

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
男
子

優
勝
の
江
畠
選
手
は
、
５

月
の
全
日
本
軽
量
級
選
手

権
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
高
校

生
ク
ル
ー
と
し
て
初
優
勝

を
飾
っ
た
逸
材
。

一
方
、
女
子
優
勝
の
大

門
さ
ん
も
、
日
本
ボ
ー
ト

協

会
が
唯
一
認
定
す
る

「
メ
ダ
ル
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

ア
ス
リ
ー
ト
」
で
、
東
京

五
輪
の
メ
ダ
ル
が
期
待
さ
れ

る
大
器
。
今
大
会
で
も
桁
違

い
の
強
さ
を
発
揮
し
た
。
中

学
校
で
は
ラ
グ
ビ
ー
で
も
五

輪
出
場
を
め
ざ
す
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
14
才

の
時
に
ボ
ー
ト
協
会
に
発
掘

さ
れ
、
早
く
も
高
校
２
年
次
、

昨
年
５
月
の
全
日
本
軽
量
級

選
手
権
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
を

史
上
最
年
少
で
制
し
た
。

今
大
会
で
の
優
勝
を
縁
に
、

今
後
も
二
人
の
活
躍
に
注
目

し
、
島
根
か
ら
も
応
援
し
よ

う
。

放送部の2年生3名は4日間皆勤。全166レースで
スタート時の選手紹介→500ｍ通過順位→着順位

を放送するハードな活動だったが、交代で務めた
1年生の4名も含めて、皆が緊張感を持ちつつも楽

しみながら業務をこなした（大会関係者の皆様か

らも絶賛していただきました）。

↑
放
送
部
部
長

の
高
見
さ
ん

（
２
年
）
は
表
彰
式
・
閉
会
式

の
司
会
進
行
も
務
め
た
。

→
書
道
部
の
妹
尾
さ
ん
（
３

年
）
は
、
４
枚
の
「
文
部
科

学
大
臣
賞
」
の
名
入
れ
を
担

当
。
大
臣
の
公
印
入
り
の
賞

状
を
前
に
、
失
敗
が
許
さ
れ

な
い
緊
張
の
時
間
と
な
っ
た
。

※ここに紹介す

るのは、生徒活

動のほんの一部

です。

←島根県選手にインタビュー

する写真部員。応援に駆け付

けた保護者や補助役員生徒に

も取材し、「ボート新聞」最

終号に掲載する予定です。

桟橋

総合受付

サンプリング

ＩＤ監察

記録

開会式受付

尾原ダムを管轄す
る国土交通省斐伊川

河川事務所のご厚意

で、気温15度の堰堤下部

を公開して頂きました。

取材

ボ
ー
ト
界
の
深
イ
イ
言
葉

記録

2016年（平成28年）8月23日(火) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第110号（２）

島
根
大
会
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
く
二
人

１
、
２
年
生
は

７
割
が
参
加
！

大
会
関
係
者
の
一
人
が
３
日
目
、
４
日
目
と
、
「
奇
跡
だ
。
こ
こ
ま
で
何
事
も
な
く
進
ん
で
い
る
の
が
奇
跡

だ
。
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
そ
れ
は
、
大
会
を
支
え
る
地
元
高
校
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
で
も
あ
り
、

生
徒
を
引
率
し
た
学
校
関
係
者
と
し
て
も
、
同
じ
思
い
だ
っ
た
。
大
会
本
番
中
だ
け
で
な
く
、
事
前
活
動
か
ら

携
わ
っ
た
雲
南
・
奥
出
雲
地
区
５
校
、
出
雲
養
護
学
校
雲
南
分
教
室
の
皆
さ
ん
に
最
大
の
賛
辞
を
贈
り
た
い
。

情熱疾漕 ポ
ス
タ
ー
原
画
／
高
野
寛
子
（
３
年
）
作



「青春Ｃｏｎｆｌｉｃｔ！」

▶7月23日(土)・24日(日) 3回公演

▶会場 チェリヴァホール 演

劇

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

吹
奏
楽

益
田
市
の
グ
ラ
ン
ト
ワ
で
開
催

さ
れ
た
第
57
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
島
根
県
大
会
の
高
校
Ａ

の
部
に
、
部
員
38
名
で
臨
ん
だ
。

課
題
曲
「
マ
ー
チ
・
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
・

ド
リ
ー
ム
」
（
作
曲
／

矢
藤
学
）

と
、
自
由
曲
「
斐
伊
川
に
流
る
る

ク
シ
ナ
ダ
姫
の
涙
」
（
作
曲
／
樽

屋
雅
徳
）
の
２
曲
を
披
露
し
た
本

校
は
上
位
入
賞
こ
そ
な
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
こ
の
一
年
間
の
練
習

の
成
果
を
出
し
切
り
、
達
成
感
を

感
じ
さ
せ
る
演
奏
を
披
露
し
て
く

れ
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
直
前
は
、
野
球
の

県
大
会
で
の
応
援
演
奏
に
加
え
、

（
８
／
７
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
）

水

泳

▼
吉
川
航
輝
さ
ん
（
２
年
）

「
男
子
百
ｍ
平
泳
ぎ
、
二
百
ｍ

平
泳
ぎ
と
も
に
決
勝
に
残
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
百
ｍ

平
泳
ぎ
で
は
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
日
々
の
先
生
方
の
支
え
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
３
日
間
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
中
国
高
校
新
人

大
会
で
は
、
両
種
目
と
も
８
位
入

賞
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
」

中
国
高
校
選
手
権
大
会

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新

陸

上

国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
島
根

県
予
選
が
７
月
17
日
（
日
）
、
松

江
市
営
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、

陸
上
競
技
部
19
名
が
参
加
し
、
こ

の
う
ち
３
名
が
表
彰
台
に
立
っ
た
。

近
年
に
な
い
好
成
績
に
、
今
後
の

活
躍
に
期
待
が
膨
ら
ん
だ
。

▼
少
年
共
通
男
子
８
０
０
ｍ

須
山
泰
成
（
２
年
）
第
３
位

▼
少
年
Ｂ
男
子
３
０
０
０
ｍ

名
原
優
太
（
１
年
）
第
２
位

▼
少
年
Ｂ
女
子
砲
丸
投

高
野
彩
香
（
１
年
）
第
２
位

国
体
予
選

３
名
が
表
彰
台
に

（
７
／
22
～
24
、
山
口
市
）

３年生にとっては最後の公演!お疲れさまでした

〈
ス
ト
ー
リ
ー
〉
全
国
大
会
を

目
指
し
な
が
ら
も
微
妙
に
す
れ

違
っ
て
い
く
演
劇
部
員
た
ち
が
、

ぶ
つ
か
り
合
い
傷
つ
き
な
が
ら

も
、
舞
台
を
完
成
さ
せ
る
た
め

に
、
ま
た
心
を
一
つ
に
し
て
い

く
と
い
う
等
身
大
の
高
校
生
を

リ
ア
ル
に
演
じ
た
。

▼
深
田
愛
佳
（
３
年
）
部
長
談

「
今
回
の
公
演
で
は
の
べ
３

０
０
名
の
お
客
様
に
見
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
無
事
に
千

秋
楽
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の
公

演
で
３
年
生
は
引
退
に
な
り
ま
す
。

同
じ
メ
ン
バ
ー
で
公
演
を
す
る
こ

と
は
二
度
と
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
１
・
２
年
生

主
体
の
活
動
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
」

↑すべてを出し切った達成感に満ちた３年生の笑顔が舞台で輝いた

※
毎
年
こ
の
自
主
公
演
は
、
会

場
と
の
交
渉
か
ら
企
画
運
営
ま

で
、
す
べ
て
を
生
徒
自
身
が
行
っ

て
い
ま
す
。

１
、
２
年
生
の
今
後
の
活
躍
も
予
感
さ
せ
る
夏
で
し
た

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

パ
ソ
コ
ン
同
好
会
（
２
年
４
名
）

が
出
雲
市
の
斐
川
コ
ア
学
園
か
ら

先
生
を
お
招
き
し
、
何
や
ら
頑
張
っ

て
い
る
。
顧
問
の
花
岡
教
諭
は

「
本
当
は
ま
だ
公
表
で
き
な
い
」

と
し
つ
つ
、
取
材
の
し
つ
こ
さ
に

屈
し
て
口
を
開
い
て
く
れ
た
。

「
参
加
者
の
多
い
大
き
な
大
会
の

際
に
、
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
バ
ー
コ
ー

ド
を
機
械
に
か
ざ
せ
ば
一
瞬
で
受

付
が
で
き
、
個
別
に
各
種
案
内
も

内緒で何やっているの？

1年生にとっては初舞台

で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
生
徒
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
」
。

間
に
合
え
ば
、
本
校
や
松
江
市

の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
を
会
場
と
す

る
10
月
の
総
合
学
科
全
国
大
会
の

受
付
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

全
国
高
校
総
体
ボ
ー
ト
競
技
の
開

会
式
（
会
場
ア
ス
パ
ル
）
で
の
歓

迎
演
奏
も
加
わ
っ
て
心
身
と
も
に

ハ
ー
ド
な
日
々
が
続
い
た
。

こ
こ
で
一
息
つ
い
て
、
次
は
３

年
生
引
退
の
花
道
と
も
な
る
三
高

祭
で
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー

ジ
を
楽
し
み
に
し
た
い
。

文

芸

県
内
10
校
の
文
芸
部
員
47
名
が

集
っ
た
標
記
宿
泊
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
本
校
も
３
名
が
参
加
し
た
。

初
日
は
午
後
の
開
会
式
に
続
き
、

三
刀
屋
高
校
掛
合
分
校
の
亀
尾
佳

宏
教
諭
が
「
創
作
の
ヒ
ン
ト
」
と

題
し
て
講
演
し
た
後
、
参
加
者
が

事
前
に
提
出
し
た
「
夏
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
俳
句
を
班
ご
と
に
鑑
賞
。

各
自
が
句
に
込
め
た
思
い
を
発
表

し
な
が
ら
、
８
つ
の
班
が
そ
れ
ぞ

れ
代
表
作
品
を
選
出
し
た
。
８
作

品
の
中
に
は
本
校
生
徒
の
作
品
２

つ
も
選
出
さ
れ
た
が
、
惜
し
く
も

最
終
審
査
に
よ
る
上
位
入
賞
は
な

ら
な
か
っ
た
。

▼
班
選
出
作
品
（
本
校
関
係
分
）

○
カ
ラ
コ
ロ
と

花
火
の
下
の

揺
れ
る
華伊

藤
華
恵
（
２
年
）

○
思
い
馳
せ

ま
だ
見
ぬ
白
夜

果
て
遠
き佐

藤
千
夏
（
１
年
）

高
文
連
文
芸
部
門
夏
季
学
習
会

（8／10～11、
江津少年自然の家）

演
劇
部
自
主
公
演

俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
は
「
夏
」
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書

道

写

真

野 球

ＴＥＡＭ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

江津工業 ０ ０ ０ ０ ０ ０

三刀屋 ４ ４ １ ２ × 11

＜２回戦＞７／16、松江市営野球場

勝
敗
分
け
た
６
回
の
攻
防

浜
田
の
一
発
に
泣
く
（
３
回
戦
）

ＴＥＡＭ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

浜田 ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ３

三刀屋 ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ２

＜３回戦＞７／19、松江市営野球場

第40回全国高等学校総合文化祭（広島大会）

第98回全国高等学校野球選手権島根大会

今
年
で
40
回
目
を
迎
え
た
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
は
毎
年
５
日
間
の
日
程
で
総
合
開
会
式
・
パ
レ
ー
ド

の
ほ
か
19
の
規
定
部
門
と
、
開
催
県
が
独
自
に
設
け
る

協
賛
部
門
の
大
会
が
開
か
れ
る
。
「
交
流
」
を
柱
の
一

つ
に
掲
げ
、
今
年
は
計
25
の
部
門
大
会
が
開
催
さ
れ
、

各
部
門
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
生
徒
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。

部門ごとに趣向を凝らした生徒交流会を実施

メ
イ
ン
会
場
で
は
各
都
道
府
県

か
ら
の
出
品
作
約
３
０
０
点
が
一

堂
に
会
し
、
日
韓
交
流
事
業
に
よ

る
韓
国
代
表
生
徒
の
作
品
も
並
び
、

見
応
え
あ
る
展
示
を
堪
能
し
た
。

講
演
会
や
交
流
会
で
も
刺
激
を
受

け
、
写
真
の
奥
深
さ
を
再
確
認
す

る
機
会
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

広
島
県
内
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
の
撮
影
会
で
は
、
島
根
県
代
表

全
国
か
ら
出
品
さ
れ
た
約
３
０

０
点
と
地
元
広
島
県
の
高
校
生
に

の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
小
池
な

な
み
さ
ん
（
３
年
）
は
尾
道
コ
ー

ス
に
参
加
し
、
全
国
の
写
真
仲
間

の
技
術
と
感
性
も
参
考
に
し
て
風

景
写
真
を
撮
り
込
ん
だ
。

美

術

よ
る
企
画
展
が
来
場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
た
。

ま
た
、
広
島
県
立
広
島
産
業
会

館
で
の
生
徒
交
流
会
で
は
、
全
国

か
ら
参
加
し
た
３
１
４
名
が
64
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
「
私
に
と
っ

て
の
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
自

の
思
い
を
伝
え
る
言
葉
を
大
竹
和

紙
（
縦
62
㎝×

横
98
㎝
）
に
書
き

上
げ
た
。
本
校
か
ら
参
加
し
た
黒

目
麻
友
さ
ん
（
３
年
）
の
班
は
、

平
和
を
「
Ｈ
Ｅ
Ｙ
輪
！
」
と
表
現

し
て
ま
と
め
あ
げ
た
（
写
真
）
。

黒目さんの班のＨＥＹ輪！

（
広
島
市
南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
他
）

（
広
島
国
際
会
議
場
）

各
都
道
府
県
か
ら
代
表
と
し
て

推
薦
さ
れ
た
「
絵
画
・
版
画
・
彫

刻
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・
映
像
」

な
ど
約
４
０
０
点
の
作
品
が
展
示

さ
れ
た
美
術
・
工
芸
部
門
は
、
コ

ン
ク
ー
ル
の
な
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
形
式
を
と
る
。
班
ご
と
に
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
を
中
心
に
対
話
式
の
鑑

賞
会
と
け
ん
玉
で
交
流
を
深
め
た
。

（
※
け
ん
玉
は
厳
島
神
社
の
あ
る

広
島
県
廿
日
市
市
が
発
祥
の
地
と

さ
れ
ま
す
。
全
国
高
総
文
祭
で
は
、

地
元
高
校
生
が
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
交
流
会
を
計
画
し
、
全
国

の
仲
間
を
迎
え
ま
す
。
）

（
広
島
県
立
美
術
館
他
）

初
戦
を
完
勝
し
て
臨
ん
だ

３
回
戦
の
相
手
は
試
合
巧
者

の
浜
田
高
校
。
序
盤
に
は
好

守
を
誇
る
三
刀
屋
が
エ
ラ
ー

で
出
塁
を
許
し
た
も
の
の
、

エ
ー
ス
の
朝
日
が
連
続
三
振

を
奪
っ
て
ピ
ン
チ
を
切
り
抜

け
る
場
面
も
。
試
合
展
開
は

朝
日
が
粘
り
の
投
球
を
続
け
、

味
方
の
反
撃
を
待
つ
三
刀
屋

の
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
が
、
６

回
表
に
１
年
生
バ
ッ
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
浜
田
が
３
点

を
先
制
。
三
刀
屋
も
そ
の
裏

に
２
点
を
返
し
て
勢
い
に
乗

る
か
に
見
え
た
が
、
そ
の
後

は
浜
田
の
継
投
策
の
前
に
チ
ャ

ン
ス
を
拡
げ
ら
れ
ず
、
準
々

決
勝
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ご声援ありがとうございました

自作品の前で

門脇宥紀菜さん（3年）

夏休み中は部活動の大会だけでなく、

各種団体の研修・会合・合宿、ボラン

ティア活動と生徒も大忙しです。

家
庭
ク
ラ
ブ
の
標
記
講
座
が
開
催

さ
れ
、
本
校
か
ら
は
１
年
生
の
男
子

２
名
が
参
加
し
た
。

開
会
式
後
の
全
体
研
修
「
心
を
ほ

ぐ
す
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
」
と
生
徒

交
流
会
に
続
き
、
３
つ
に
分
か
れ
た

午
後
の
分
科
会
で
は
本
校
の
二
人
は

Ｂ
分
科
会
で
「
ぺ
ー
プ
サ
ー
ト
で
あ
ー

島
根
県
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
指
導
者
養
成
講
座

主催 島根県高等学校家庭クラブ連盟

島根県教育委員会

日時 ８月１２日（金）

会場 あすてらす（JR大田市駅前） 家
庭
ク
ラ
ブ

「
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
を
学
び
、

保
育
実
習
や
地
域
活
動
で
生
か
そ
う
」

そ
ー
ぼ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
幼
稚
園

の
先
生
方
か
ら
園
児
が
大
好
き
な

「
ぺ
ー
プ
サ
ー
ト
（
紙
人
形
劇
）
」

の
作
り
方
の
コ
ツ
や
演
じ
る
際
の
見

せ
方
を
体
験
的
に
学
ん
だ
。

今
後
は
一
般
生
徒
に
伝
達
講
習
し
、

三
刀
屋
保
育
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。
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現
代
の
刀
匠
で
最

も
注
目
さ
れ
る
の
が
、

平
成
26
年
に
刀
剣
界

最
高
の
正
宗
賞
に
輝

い
た
河
内
國
平
さ
ん

（
奈
良
県
在
住
）
ら

し
い
。
正
宗
賞
の
太
刀
・
刀
の

部
門
は
し
ば
ら
く
「
該
当
な
し
」

で
、
河
内
さ
ん
の
受
賞
は
18
年

ぶ
り
。
中
世
の
古
刀
の
地
紋

「
乱
れ
映
り
」
の
再
現
が
評
価

原
点
回
帰

美
し
く
な
っ
た
か
ら

使
い
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い

使
い
や
す
さ
を
求
め
た
ら

美
し
く
な
っ
た

如己愛人

つながろう三高
つながろう雲南

昭
和
15
年
（
１
９
４
０
年
）
、

菅
公
（
菅
原
道
真
公
）
を
祀
る

松
江
市
宍
道
町
の
菅
原
梅
ノ
木

天
神
（
拙
宅
）
に
、
写
真
の
太

刀
が
仁
多
郡
の
櫻
井
三
郎
右
衛

門
氏
や
絲
原
武
太
郎
氏
（
簸
上

鉄
道
設
立
者
）
等
の
名
で
奉
納

さ
れ
た
。
た
た
ら
場
周
辺
で
は

耕
作
用
・
運
搬
用
の
役
牛
を
大

切
に
し
た
こ
と
か
ら
、
近
世
た

た
ら
製
鉄
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
的
存
在
の
「
鉄
師
」
を
務

め
た
櫻
井
氏
や
絲
原
氏
は
、
牛

を
愛
し
た
天
神
さ
ん
へ
の
信
仰

も
厚
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
当

時
の
信
徒
総
代
櫻
井
家
か
ら
奉

納
さ
れ
た
品
と
し
て
は
、
幕
末

の
嘉
永
７
年
の
菅
公
像
が
最
も

古
い
▼
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
奉

納
太
刀
の
制
作
者
、
初
代
川
島

忠
善
の
名
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

鍛
冶
職
を
父
か
ら
継
い
だ
初
代

忠
善
〈
本
名
川
島
善
左
衛
門
、

写
真
〉
は
「
雲
州
忠
善
」
を
創

業
し
、
奥
出
雲
地
方
で
長
く
途

絶
え
て
い
た
日
本
刀
の
制
作
を

始
め
た
。
昭
和
６
年
の
満
州
事

変
勃
発
頃
か
ら
軍
刀
を
中
心
に

需
要
が
高
ま
り
、
そ
の
前
年
の

日
本
刀
大
共
進
会
に
島
根
県
か

ら
た
だ
一
人
出
品
し
て
入
選
し
、

昭
和
15
年
に
は
刀
剣
博
覧
会
の

審
査
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
紹
介
し
た
太
刀
は
こ
の
年

に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
忠
善

作
と
し
て
は
最
長
の
品
と
思
わ

れ
る
。
門
弟
は
西
日
本
を
中
心

に
20
余
名
を
数
え
た
▼
戦
後
は

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

に
よ
る
主
権
回
復
に
よ
っ
て
作

刀
活
動
を
再
開
し
た
。
講
和
記

念
刀
を
製
作
す
る
栄
誉
も
得
た
。

昭
和
31
年
に
「
日
本
美
術
刀
剣

保
存
協
会
」
が
開
催
し
た
第
１

回
作
刀
技
術
発
表
会
に
出
品
し

て
優
秀
賞
を
得
た
が
、
そ
の
翌

年
に
亡
く
な
っ
た
。
没
後
60
年
、

た
た
ら
関
連
遺
産
が
日
本
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
初
代
忠
善
も
幽

世
で
喜
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

子
の
２
代
目
忠
善
（
本
名
川
島

真
、
平
成
元
年
没
）
も
昭
和
の

名
工
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
、

亡
く
な
る
直
前
に
は
伊
勢
神
宮

へ
鉾
を
奉
納
す
る
栄
誉
を
得
た

▼
な
お
、
不
足
す
る
日
本
刀
の

原
料
「
玉
鋼
」
を
生
産
確
保
す

る
た
め
に
、
前
述
の
「
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
」
が
昭
和
51

年
、
奥
出
雲
町
大
呂
に
復
元
し

た
の
が
「
日
刀
保
た
た
ら
」
だ

▼
か
つ
て
奥
出
雲
町
内
に
は
30

軒
以
上
の
鍛
冶
屋
が
あ
っ
た
そ

う
だ
が
、
現
在
残
る
の
は
２
軒
。

こ
の
う
ち
、
三
成
で
「
雲
州
忠

善
刃
物
」
を
継
ぐ
の
が
初
代
忠

善
の
子
、
久
忠
氏
だ
。
作
刀
の

経
験
も
あ
る
が
、
甥
の
俊
春
氏

（
２
代
忠
善
の
子
）
と
と
も
に

地
域
の
人
が
日
常
生
活
で
使
う

刃
物
を
作
り
続
け
る
。
「
自
分

の
つ
く
っ
た
包
丁
の
刃
が
、
こ

れ
以
上
研
げ
な
い
ほ
ど
使
い
込

ま
れ
た
も
の
を
見
た
時
が
何
よ

り
嬉
し
い
」
と
久
忠
氏
は
語
る
。

出
雲
大
社
の
平
成
の
大
遷
宮
の

際
は
、
三
百
年
以
上
昔
の
遷
宮

の
際
と
同
じ
「
神
鍬
」
の
制
作

を
依
頼
さ
れ
奉
納
し
た
。
現
代

出
雲
国
の
た
た
ら
侍
だ
。

斐

伊

川

物
語
第
22
回

初代忠善没後60年
島根を代表する昭和の刀匠

明治25年(1892年)
～昭和31年(1956年)

〔 種別 〕太刀(たち)

〔 作者 〕初代忠善
（川島善左衛門）

〔 年代 〕昭和15年(1940)
〔 刃長 〕95.6cm
〔 反り 〕 3.0cm

「
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
」
昭
和
の
一
頁

ペ
ー
ジ

錦
織
良
成
監
督
映
画
『
た
た
ら
侍
』
を
勝
手
に
応
援
す
る
シ
リ
ー
ズ

さ
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
▼
今
で
は

本
来
の
目
的
で
制
作
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
日
本
刀
だ
が
、
河
内
さ
ん

は
刀
本
来
の
使
用
原
点
に
立
っ
た

焼
き
入
れ
で
成
功
し
た
と
い
う
。

芸
術
的
刃
紋
を
美
し
く
見
せ
る
と

い
う
よ
り
は
、
武
器
本
来
の
強
靭

さ
を
重
視
し
た
焼
入
れ
で
再
現
に

繋
が
っ
た
▼
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の

が
、
著
名
な
包
丁
鍛
冶
の
言
葉
だ
っ

た
。
「
美
し
く
な
っ
た
か
ら
使
い

や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
使

い
や
す
さ
を
求
め
た
ら
美
し
く
な
っ

た
」
▼
上
述
の
二
代
目
川
島
忠
善

も
、
「
と
か
く
華
美
に
な
り
す
ぎ

る
感
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
日
本

刀
で
あ
る
か
ら
、
使
用
す
る
事
は

無
く
て
も
実
用
的
で
あ
る
事
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。
折
れ
ず
曲
が

ら
ず
、
よ
く
切
れ
る
事
を
念
頭
に

お
い
て
鍛
刀
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
の
言
葉
を
遺
し
た
。
▼
い
ず
れ

も
モ
ノ
作
り
の
原
点
に
触
れ
る
言

葉
で
あ
り
、
す
べ
て
の
仕
事
、
働

く
姿
勢
、
そ
し
て
人
の
生
き
方
の

道
標
と
な
る
よ
う
な
言
霊
で
は
な

こ
と
だ
ま

い
だ
ろ
う
か
。
行
き
詰
ま
っ
た
時
、

原
点
・
基
本
に
立
ち
返
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
言
葉
と

も
感
じ
た
▼
普
段
と
は
違
っ
た
体

験
や
思
い
に
触
れ
る
機
会
も
多
か
っ

た
夏
休
み
。
非
日
常
的
な
体
験
を

経
て
、
日
常
生
活
の
中
で
自
分
が

取
り
組
ん
で
い
る
事
の
意
味
を
、

原
点
に
返
っ
て
今
一
度
問
い
直
し

て
み
る
機
会
に
も
な
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
そ
し
て
今
年
の
学
園
祭

の
テ
ー
マ
は
「
輝
（
ひ
か
れ
）
」
。

一
人
ひ
と
り
が
繋
が
っ
て
、
研
ぎ

直
し
た
輝
き
を
放
っ
て
く
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

（
編
集
長
記
）

忠
善
の
作
刀

今昔

第
25
回
全
国
高
等
学
校
漫
画
選
手
権
大
会

見
事
決
勝
進
出
（
第
１
競
技
突
破
15
校
）

全
国
か
ら
３
１
５
校
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
中
か
ら
、
国
内
31
校
、

韓
国
・
台
湾
の
代
表
各
一
校
が
出

場
し
た
「
マ
ン
ガ
甲
子
園
」
本
戦

で
、
初
出
場
な
が
ら
三
刀
屋
は
第

一
競
技
を
突
破
。
市
民
投
票
に
よ

る
敗
者
復
活
戦
で
勝
ち
上
が
っ
た

５
校
を
含
む
計
20
校
が
２
日
目
の

決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

初
日
の
第
１
競
技
の
テ
ー
マ
は

当
日
の
会
場
で
発
表
さ
れ
、
事
前

に
示
さ
れ
た
５
つ
の
候
補
の
中
か

ら
、
「
♪
（
８
分
音
符
）
」
に
決

定
す
る
と
、
参
加
者
か
ら
ど
よ
め

き
が
上
が
る
と
同
時
に
、
午
後
４

時
ま
で
の
５
時
間
半
の
制
限
時
間

で
Ｂ
２
判
パ
ネ
ル
に
向
か
っ
て
漫

画
を
描
き
始
め
た
。
三
刀
屋
は
金

築
由
依
さ
ん
（
３
年
）
が
ア
イ
デ

ア
を
出
し
た
「
殿
さ
ま
の
丁
髷

（
ち
ょ
ん
ま
げ
）
」
を
８
分
音
符

の
よ
う
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
た

美

術

マ
ン
ガ
甲
子
園

（
８
／
６
～
７
、
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と
）

作
品
（
写
真
）
で
決
勝
進
出
を

果
た
し
た
。

２
日
目
の
決
勝
の
テ
ー
マ
は
、

２
か
月
前
に
話
題
と
な
っ
た
ば

か
り
の
「
新
元
素
発
見
」
。
予

期
せ
ぬ
テ
ー
マ
に
入
賞
は
な
ら

な
か
っ
た
が
、
エ
ン
ト
リ
ー
４

回
目
で
本
戦
に
初
出
場
し
、
さ

ら
に
は
決
勝
ま
で
駒
を
進
め
た

健
闘
に
拍
手
を
贈
り
た
い
。

▼
三
刀
屋
高
校
（
写
真
右
か
ら
）

金
築
由
依
（
３
年
）

茂
富

楓
（
３
年
）

高
野
寛
子
（
３
年
）

（５）第110号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）8月23日(火)



※ 島根県東部の全市町
と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

シ
リ
ー
ズ第2４回 のボランティア活動2016!

地域とともに

１学期終業式後から８月前半にかけては、雲南

市内の各種団体からボランティア活動のお誘いが

あり、１・２年生を中心に個人や部活動単位で心

地よい汗を流した。ボランティアとは、交流を深

める機会であることを再認識する夏となった。

主催／三刀屋地区まちづくり協議会（地域自主組織）
皆
さ
ん
は
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
競
技

会
を
ご
存
知
で
す
か
？
こ
れ
は
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

日
頃
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果

を
競
い
合
い
、
練
習
成
果
を
発

揮
す
る
大
舞
台
で
す
。

７
月
17
日
（
日
）
に
三
刀
屋

文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
行
わ

れ
た
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
日
本
・
島
根

夏
季
地
区
大

会
」
の
総
合
開
会
式
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
で
、
本
校
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
（
写
真
左
）
。

ターゲットパス・１０ｍドリブル・

スポットショットなどの個人技能競
技で競われました。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
主

催
す
る
「
第
43
回
日
独
ス
ポ
ー

7/17

例えば 男子バスケットボール部は…

卓
球
部
も
交
流

in
桃
源
郷

か
み
く
の

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

三刀屋町古城のしゃぼんだま工房パレットで恒例の「ふれあいまつ

り」が行われ、本校３年生３名がボランティアで運営のお手伝いをし

た。「ふれあいまつり」は子どもからお年寄りまで幅広い世代の交流

と、障がいへの理解と、偏見のない地域社会を目指して、雲南広域福

祉会が主催して毎年この時期に行われている。今年もステージイベン

トやショップ、バザー、クイズラリー、模擬店、体験コーナー、展示

コーナーなど盛りだくさんの楽しい催しで賑わった。

参加者の一人の加本さん（３年）は総合受付を担当し、５００名を

超える来場者にクイズラリーの案内をしたり、抽選券を配布したりと

暑い中でも大忙し。「暑い中たくさんの人に『ふれあいまつり』に参

加してもらい、また、クイズラリーにもたくさん来ていただいて、大

変うれしく思いました。小さいお子さんにも喜んでもらってボランティ

アを通して自分自身も成長できたと思います。また、機会があれば、

参加したいです。」（加本さん）

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
島
根

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
６

7/31

三刀屋小学校４年生を対象とするサマーキャンプが雲

南市大東町上久野の「かみくの桃源郷」で開かれ、本校

の５名（１年３名、２年２名）がボランティアスタッフ

として２泊３日を一緒に寝泊まりして活動を支えた。

ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
」

に
よ
る
ド
イ
ツ
団
一
行
11
名

（
内
通
訳
１
名
）
が
７
月

26
日
か
ら
４
泊
５
日
の
日

程
で
雲
南
市
を
訪
れ
、
民

泊
し
な
が
ら
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
交
流
で
親
善
を
深
め
ま

し
た
。

活
動
の
拠
点
と
な
っ
た

三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス

パ
ル
で
は
、
雲
南
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
依
頼
を
受
け
、

普
段
か
ら
練
習
で
同
体
育

館
を
使
用
す
る
こ
と
の
多

い
本
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
と
卓
球
部
が
ゲ
ー

ム
形
式
で
ド
イ
ツ
の
同
世

代
の
若
者
と
交
流
し
ま
し

た
。

（夏休み中は中断していた三刀屋保育所でのボランティア活動を、学園祭後から再開する予定です）

2016年（平成28年）8月23日(火) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第110号（６）

8/1～3

7/30

第
43
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業



日 曜 学校行事等 部活等

１ 木 全日学園祭準備

２ 金 文化祭一日目

３ 土 文化祭二日目

４ 日 体育祭

５ 月
9/3の代休日
就職応募・推薦開始日

６ 火 9/4の代休日

７ 水 学園祭片付け 3年学年集会 身だしなみ指導

８ 木 ｾﾝﾀｰ試験出願説明会

９ 金 3年全統小論文模試 卓球～11

１０ 土 3年全統記述模試・看護医療模試

１１ 日

１２ 月 街頭指導～9/16 後期生徒会役員選挙告示

１３ 火 交通安全講話

１４ 水 6限授業 3年小論模試

１５ 木

１６ 金 就職選考解禁 野球～18

１７ 土
学校開放 3年進駿Ｍ模試・
看護医療模試

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ｿﾌﾄﾃﾆｽ～18
陸上～19

１８ 日 3年進駿Ｍ模試

１９ 月 敬老の日 演劇～20

２０ 火
試験発表
1・2年身だしなみ指導

後期生徒会役員立会演説会・
選挙

２１ 水

２２ 木 秋分の日

２３ 金 2年保護者ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 野球～25

２４ 土

２５ 日

２６ 月

２７ 火 中間試験1日目

２８ 水
中間試験2日目
大学等説明会

２９ 木 10/1の代休日

３０ 金 中間試験3日目

日 曜 学校行事等 部活等

２２ 月 1・2年第2回ｽﾀﾃﾞｨｻﾎﾟｰﾄ

２３ 火 第1回ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

２４ 水 学園祭準備(午後)

２５ 木
学園祭準備(午後)
人権・同和教育SHR
全国高P連千葉大会(～26)

２６ 金 学園祭準備(午後)

２７ 土
出校日(月曜日の授業)
学園祭準備(午後)

２８ 日 1・2年全統記述(希望者)

２９ 月 8/27の代休日

３０ 火 学園祭準備(午後)

３１ 水 学園祭準備(全日)

１
学
期
も
良
好
な
出
席
状
況
で
し
た

充実の三高生活を支える高い出席率

全校生徒の７割が皆勤!!
１年 95人/131人中
２年 88人/136人中
３年 103人/141人中

“Attention Go！”２学期へ ボート競技のスタートの合図です

Attention Go は

10/1 土
出校日
中間試験最終日

WELCOME

三刀屋高等学校学園祭

詳細は後日、三高ホームページに掲載します

9/2(金)
文化祭1日目

アスパル

9/3(土)
文化祭2日目

三刀屋高校

9/4(日)
体育祭

三刀屋高校

輝
ひかれ

～それぞれの勝利を掴むために～

元
気
沸
騰
中
！

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
全
開
！

（７）第110号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）8月23日(火)

８／２１ はＰＴＡ環境美化ボランティア活動への

ご協力ありがとうございました

９／３ 文化祭２日目のＰＴＡ模擬店への

ご協力をお願いします

学園祭へのお越しをお待ちしております

３日間の三高祭では、雲南市の象徴でもある「鉄」

と「青銅」の風鈴を飾って賑わいを創出したいと思

います。ご自宅の風鈴を、学園祭の期間中お貸しい

ただきますようお願いいたします。（お子様を通じ

てお届けください。）

９／４ の体育祭が雨天中止になった場合を含めて、

体育祭前後の出校日・代休日については、後日あら

ためて保護者宛て文書でご連絡いたします。なお、

今週末の27日（土）は出校日となります。

保護者の皆様へ（学園祭前後の動きについて）



毎
週
木
曜
日
の
15
時
20
分
頃
か
ら
の
標
記

ラ
ジ
オ
番
組
は
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
で
校
歌
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に

山
陰
両
県
の
延
べ
４
０
０
回
を
超
え
る
校
歌

が
紹
介
さ
れ
、
三
刀
屋
高
校
は
２
０
０
５
年

以
来
の
放
送
ら
し
い
。
母
校
の
？
校
歌
を
聞

き
た
い
と
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
自
体
も
、
学
校
関
係
者
に
と
っ
て
は
感
謝

感
激
!!

こ
れ
を
機
会
に
、
昭
和
34
年
に
制
定
さ
れ

た
現
在
の
校
歌
に
つ
い
て
、
本
頁
の
シ
リ
ー

ズ
「
三
高
92
年
物
語
」
で
皆
さ
ん
に
復
習
？

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

四
季
ご
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
繰

り
返
し
の
中
で
、
い
つ
も
通
り

に
や
っ
て
来
た
夏
の
花
火
の
シ
ー

ズ
ン
に
、
自
然
と
今
年
も
あ
の

詩
を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。
代

表
作
『
長
岡
の
花
火
』
を
残

し
た
裸
の
大
将
こ
と
山
下
清

画
伯
が
絵
葉
書
に
書
い
た
言

霊
で
す
▼
「
世
界
中
の
爆
弾

を
花
火
に
変
え
て
空
に
打
ち

上
げ
た
ら
、
世
界
か
ら
戦
争

が
な
く
な
る
の
に
な
」
▼
幸

せ
の
原
点
（
前
提
）
は
、
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ラ
ム

欄
で
紹
介
し
た
河
内
國
平
や

忠
善
の
言
霊
に
も
触
れ
つ
つ
、

何
気
な
い
生
活
の
原
点
を
見

つ
め
直
す
夏
と
な
り
ま
し
た
。

（
編
集
長
記
）

戦
前
の
旧
制
中
学
時
代
は
男

子
校
で
あ
り
、
当
時
の
校
歌
の

中
の
「
我
が
雲
南
の
健
男
児
」

と
い
う
歌
詞
が
男
女
共
学
時
代

に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
、
初

の
Ｏ
Ｂ
校
長
と
な
っ
た
飯
塚
一

雄
校
長
（
三
刀
屋
中
学
１
期
卒
、

松
江
市
在
住
で
来
月
で
満
１
０

５
歳
）
の
時
代
に
、
開
校
35
周

年
式
典
に

あ
わ
せ
て

昭
和
34

年

10

月
２
日

に
新
校
歌

が
制
定
さ

れ
た
。
今

回
は
そ
の

作
詞
者
で

歌
人
・
国

文
学
者
の

土
岐
善
麿
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

土
岐
善
麿
は
早
稲
田
大
学
英

文
科
卒
業
後
、
読
売
新
聞
記
者

と
な
っ
て
１
９
１
０
年
（
明
治

43
年
）
に
第
一
歌
集
『NA

K
I
WA
R

A
I

』
を
発
表
し
た
。
こ
の
歌
集

は
ロ
ー
マ
字
綴
り
の
一
首
三
行

書
き
と
い
う
異
色
の
も
の
で
、

東
京
朝
日
新
聞
に
い
た
石
川
啄

木
が
批
評
を
書
い
て
い
る
。
同

年
啄
木
も
第
一
歌
集
『
一
握
の

砂
』
を
出
し
、
読
売
新
聞
は
啄

木
と
善
麿
を
歌
壇
の
ホ
ー
プ
と

し
て
紹
介
し
た
。
こ
れ
を
機
に

善
麿
は
啄
木
と
親
交
を
深
め
、

二
人
で
生
活
派
短
歌
の
基
礎
を

築
い
た
功
績
は
大
き
い
。
１
９

１
２
年
（
明
治
45
年
）
に
啄
木

が
貧
困
と
病
で
没
す
る
と
、
善

麿
は
実
家
の
東
京
西
浅
草
・
等

光
寺
で
葬
儀
を
出
し
、
遺
族
を

助
け
て
『
啄
木
遺
稿
』
『
啄
木

全
集
』
を
編
纂
・
刊
行
し
、
啄

木
を
世
に
出
す
こ
と
に
努
め
た

▼
善
麿
自
身
は
読
売
新
聞
に
勤

務
し
な
が
ら
歌
作
を
続
け
、
社

会
部
長
だ
っ
た
１
９
１
７
年

（
大
正
６
年
）
に
は
、
東
京
遷

都
50
年
記
念
博
覧
会
協
賛
事
業

と
し
て
東
京
～
京
都
間
の
「
東

海
道
駅
伝
」
を
企
画
し
て
成
功

を
収
め
た
。
こ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ

競
技
と
し
て
の
「
駅
伝
」
の
初

め
と
言
わ
れ
る
▼
戦
後
再
び
歌

作
に
励
み
、
１
９
４
６
年
（
昭

和
21
年
）
に
は
新
憲
法
施
行
記

念
国
民
歌
『
わ
れ
ら
の
日
本
』

を
作
詞
し
た
。
前
述
の
第
一
歌

集
で
ロ
ー
マ
字
の
歌
集
を
発
表

し
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
マ
字
運

動
や
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
普
及

に
も
深
く
関
わ
っ
た
。
ま
た
国

語
審
議
会
会
長
を
歴
任
し
、
現

代
国
語
の
基
礎
の
確
立
に
尽
く

し
た
。
戦
後
の
新
字
・
新
仮
名

導
入
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
▼
新
制
松
江
高
校
が
、
昭

和
28
年
に
制
定
し
た
新
校
歌
の

作
詞
を
善
麿
に
依
頼
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
三
刀
屋
高
校
で
も

善
麿
の
名
が
候
補
に
あ
が
っ
た
。

島
根
県
東
京
事
務
所
の
斡
旋
で

徳
川
夢
声
（
島
根
県
出
身
、
無

声
映
画
時
代
の
活
動
弁
士
、
ラ

ジ
オ
・
テ
レ
ビ
草
創
期
の
元
祖

マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
）
を
通
じ
て

善
麿
へ
の
依
頼
が
実
現
し
た
。

つ
く
づ
く
、
す
ご
い
方
に
依
頼

し
た
も
の
だ
と
感
嘆
す
る
。

三高92年物語
さ ん こ う

編
集

後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

作詞者/土岐善麿（とき・ぜんまろ）

明治18年6月8日～昭和55年4月15日

第27回 校歌制定（昭和34年）

BSS山陰放送（ラジオ）9/1(木)

ど
な
た
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、

リ
ク
エ
ス
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

雲
南
会
／
日
登
支
部
の
皆
様

雲
南
会
の
日
登
支
部
の
総
会

が
７
月
23
日
に
本
校
で
開
催
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
玄
関
前
の
「
蒼

雲
館
」
も
久
し
ぶ
り
に
ご
見
学

い
た
だ
き
ま
し
た
。

10/9(日)

雲 南 会
( 同 窓 会 )

総 会
夢ふくらむ

明日の自分に会える
忘れかけていた

昔の自分に会える

本日(8/23)
三高オープンキャンパス

※中学３年生向けの「学

校案内2017」を発行しま

した（無料）。お問い合

わせは本校総務部までお

願いします。ホームペー

ジにも掲載しています。

（WEB用低解像度のため

写真はやや不鮮明です）

平成28年8月
三刀屋高等学校

教職員一同

←正門前の坂の上で紅く咲く夾竹桃

←善麿自筆の校歌原稿

2016年（平成28年）8月23日(火) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第110号（８）

「嗚呼懐かしき我が校歌」

ラジオでお聞き下さい

午後


